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【平成25年度】
・緊急スクールカウンセラー等派遣事業　3,913百万円【復興特会】

施策の内容

　被災した幼児児童生徒・教職員等の心のケアや、教職員・保護者等への助言・援助などに対応するた
め、被災地域や被災した幼児児童生徒等を受け入れた幼稚園・小学校・中学校・高等学校等へのス
クールカウンセラー等を派遣するために必要な経費を措置。

施策の進捗状況及び今後の予定

○被災した幼児児童生徒・教職員等の心のケアや、教職員・保護者等への助言・援助などに対応する
ため、
・被災地域や被災した幼児児童生徒等を受け入れた学校等へのスクールカウンセラー等を派遣する事
業
・若年者の就職支援の経験を有する者や地域産業界の事情に精通する者等を、緊急進路指導員として
被災地域の高等学校等へ配置すること等により、高校生への進路指導・就職支援を行う事業
・特別支援学校等における学習活動の充実を図るため、外部専門家を活用する事業
・生徒指導体制を強化するため、生徒指導に関する知識・経験の豊富なアドバイザー等を配置する事業
などを実施。
○引き続き、被災地等の要望を踏まえ、切れ目のない支援を実施。

予算措置の状況

スクールカウンセラー等の緊急派遣 施策番号157
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【平成25年度】
被災者の心のケア支援事業　1,817百万円【復興特会】

施策の内容

　心のケアセンターを中心に、市町村の保健師などと連携をとって、精神保健福祉士、臨床心理士など
の専門職が被災者自宅や仮設住宅などの訪問支援を実施するなどの継続的な心のケアや、地域の災
害関連の精神保健福祉対策のコーディネート、普及啓発、人材育成などを実施している。

施策の進捗状況及び今後の予定

　平成23年度第３次補正予算を活用し、県の障害者自立支援対策臨時特例基金に積み増しを行った。
その基金をもとに、県は平成24年２月１日に「ふくしま心のケアセンター」を開設し、４月には県内の各地
域に「地域心のケアセンター」を設置した。平成25年度からは復興特会に計上し、引き続き、ふくしま心
のケアセンターを拠点とした活動を実施予定。

予算措置の状況

被災者の心のケア事業 施策番号158
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安心こども基金により各地方自治体への財政的な支援を実施。

平成25年５月

子どもの心のケア等 施策番号159
府省庁名

厚生労働省

作成年月

予算措置の状況

【平成23年度（第１次補正）】
安心こども基金の積み増し（東日本大震災により被害を受けた地域等における生活相談支援事業）
2,720百万円【一般会計】
【平成23年度（第４次補正）】
安心こども基金の積み増し（東日本大震災により被害を受けた地域等における生活相談支援事業）
123,424百万円の内数【一般会計】

施策の内容

○東日本大震災で被災した子どもに対する相談・支援について、各地方自治体が実施する心のケア等
の事業に対して、安心こども基金により財政的な支援を行っている。
○また、厚生労働省の要請により社会福祉法人恩賜財団母子愛育会に設置された東日本大震災中央
子ども支援センターにおいて、専門家の派遣の調整等が行われているほか、被災３県と協働して事業が
実施されている。

施策の進捗状況及び今後の予定
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